
【研究論文】

韓国における英語教育の新たな取 り組み

その現状と課題一

趙 卿我

1.は じめ に

2011年2月 現在 、韓 国で は、今 まで に経験 した こと

の ない教育 課程1改 革の 「過渡期 」を迎 えて いる。2008

年2月 、Lee,Mymg-bark伏 統領 の政 権 とともに誕 生 し

た 「未 来型 教育課 程」 は、2009年12月23日 「2009

年改訂 教育課 程(総 論)」 とい う名 で告 示 され た。この

「2009年 改訂 教育 課程(総 論)」は、「授業 時 間数 の20%

増加」、 「高等 学校 の選択 教育課 程拡 大」 が主 た る内容

で ある。

しか しな が ら、 その趣 旨 に即 した教 科別 教育課 程が

未 だ 明確 に定 め られ てお らず、教 科書 も 目下、 開発途

中で ある。 こ うしたな かで 「2009年 改訂 教育 課程(総

論)」は2011年3月1日 実施 に向 けて進 め られ てお り、

韓 国内 では大 きな混 乱 を招 いて い る。 「2009年 改訂 教

育課 程」 に よる教育課 程及 び教科 、教科 書 の適用年 度

は、以下表1の よ うに定 め られて い る。

表12009年 改訂教育課程 による教育課程 及び教科、

教科書適用年度

学年
教育課程

適用年度

教科別適

用年度
対象教科書

小1,2 2011,3,1 2014年

国語 、数学 、正 しい生

活 、賢い生活 、楽 しい

生活

小3,4 2012,3,1 2015年 国語、社会/道 徳、数学、

科学/実 科、体育、芸術

(音楽/美術)、 英語小5,6 2013,3,1 2016年

中1 2011,3,1 2014年 検定図書 全教科

中2 2012,3,1 2014年 検定図書 全教科

中3 2013,3,1 2014年 検定図書 全教科

高1 2011,3,1 2014年 検定図書 全教科

高2 2012,3,1 2014年 検定図書 全教科

高3 2013,3,1 2014年 検定図書 全教科

(教育科学技術部3「2009年 改訂 教育課程」よ り筆者作成)

これ を見 る と分 か る よ うに、 教 科別 の 教 育課 程 は

zoii年 末 、教科 書 は2014年3月 か ら学校 で活用 され

る予定 で あ る。

しか し、英 語科 にお け る最新 の教育課 程 は、教 育科

学 技術 部 に よ り告示 され た 「2008年 改訂 初等 学校英 語

科 教育課 程(以 下、2008年 改 訂教 育課程 と記 す)」4で

あ る。 これ は、国家 の教 育政策 の一環 として7次 教育

課 程(1997年 か ら2007年 まで)5と2007年 改訂教育

課程6を 改訂 した もので ある。

「2008年 改訂教育 課程」 では 、 「英語義 務教 育(公

教 育)完 成 プ ロジ ェク ト」 を前面 に出 し、 国際 共通語

と して の英 語 とそ の国内教 育の あ り方 を再 認識 す る と

ともに、義 務教 育の段 階か らの グローバル な人材 を育

成 す る こ とを 目標 と してい る。

韓 国の小 学校(初 等学校)7の 英語 教育 は、1981年 、4

学年 以上 を対象 に した 「特別活動 の英 語」 か らは じま

る。 この 「特別活動 の英 語」 とは、 「学校 教 育 の 目標

を達成す るた めの教 科」 以外 の教 育活動 で あ り、子 ど

もの 自発 的 、 自律 的、 自主的な英 語活動 の活 発化 を図

る もので あった。そ の後、「6次教育課 程(1992年 か ら

1997年 まで)」 で は、英語 教育 の導入段 階 として 「英

語 の生活 化」 が強調 され 、学校 や 家で活用 でき る英語

教 育番組 の放 送や特 別活動等 が行 われ た。 こ こで は、

子 どもの 日常 生活 で異文化 に接 す る機 会 を増や し、英

語 に対す る持続 的な 関心や 自信 を持 つ こ とが求 め られ

た。

ただ教 育実践 にお いて は、初 級段 階(低 学年)か ら

「文 字指導 」 を中心 とす る授業 が行 われた た め、ペー

パー テス トで は一定 の基準 に達 してい るが 、実生 活 ・

真正性 が高 い状況 で の 「コ ミュニ ケーシ ョン能力 」 を

中心 とす る活動 では 「英 語が話せ な い」子 ど もが多 く、
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教育 方法 の見直 し と同時 に、新 しい取 り組 み を実行す

る具 体的 な制度 の改 善施 策が求 め られ るよ うにな った。

この よ うな 中、1995年11月 の教 育課程 の改訂(第

1995・7)に よ り、3・4・5・6学 年 の必修 科 目(1997年

3月 実施)と して週2時 間の英語 教育 が導入 され た も

のの 、「必 修化 」に対 す る激 しい議論 が起 こっ た。しか

し、当時のGim,Yeong-Sam大 統領 の 「文民政 府 」の誕

生 に伴 い、21世 紀 の グ ローバ リゼ ー シ ョンに対応 で き

る人材 育成 が教育 政策 の大 きな柱 と して位 置 付 け られ

たた め、英語 教育 の必修 化 が実施 され た。 これ をきっ

か け に、 各 学 校 で は 、 シ ラバ ス(National-Functional

Sy11abus)を 中心 と して英 語 の 「コ ミュニケー シ ョン能

力 」 を養 うこ とが 主な 教育 目標 となっ てい る。

こ うして英語 教 育必修 化 の実施 か ら13年 以 上が 経

ってい るわ けで あるが 、現在 、韓 国で は英語 教 育 のあ

り方 の見直 しが行 われ てい る。 そ の背 景 には、英 語 の

学力 格差 が少 なか らず 広 が って しまった こ とが あ る。

こうした 「英語の学力格差」を無くすために、「英語義

務教育(公 教育)完 成プロジェクト」のもとでは、「学

力不振の子ども」の支援に力を注ぎ、また、ネイティ

ブ講師と接する機会が少ない農山漁村地域を中心とし

て 「英語映像遠隔教育」も積極的に実施するなど、個

人の能力や学習環境によって生じる学力差を出来る限

り減少させるべく取り組みが行われている。こうした

活動が功を奏し、英語に対して抵抗を持つ子どもが減

っており、実際に社会に出てからも国際的な場で活躍

する若者が増えている。
一方で、子どもの 「英語の学力格差」とともに広が

っている 「英語教師の能力格差」も問題となった。そ

のため、政府は 「初等英会話専門講師制度」を導入し、

英語で授業を行える教員を拡充しながら、現職の英語

教師各人の要求にも合わせ、手厚い 「英語教師深化研

修」を進めている。

日本に先駆けて 「国家の教育政策」の1つ として英

表2小 学校(初 等)の 成就基準 ・機能別陳述体系及び特徴

大領域 中領域 小領域

解
機能

聞く

単語認識→易しい

表現理解→文章理

解

文章理解→易しくて

簡単な言葉や会話の

D

言葉や会話の主要内

容理解

言葉や会話の中心及

び詳細内容理解

読む
アル ファベ ッ ト大

小文字認識

易 しくて簡単 な単語

か ら追って読む→音

と文字 関係 の理解→

易 しくて簡単 な文章

を追 って読む

易 しくて簡単な文章

を読み、意味理解

易しくて簡単な表現
→文章→短い文章の

D

表現

機能

話す
慣れている単語や

表現を話す

慣 れている表現 を使

い一っ か二つ の文章

で話す

簡単な会話が

できる

日常生活関連の話題

で簡単な会話が

できる

書 く
アルファベ ッ ト大

小文字書 く
単語書く

談話単位を書く→文

章を書く

正確な文章を書 く→

身近な話題 について

短 い文章を書 く

学年別 初等3 初等4 初等5 初等6

素材
身近な話題(自 身、

家族、学校)

身近な話題(自 身、家

族、学校)
日常生活関連話題 日常生活関連話題

特徴

聞 く 単語/文章 文章中心 談話水準 談話水準

読む 受動的認識 受動的認識 多少受動的認識 多少受動的認識

話す 単語水準の表現 文章水準の表現
簡単な談話水準の表

現

コミュニケー シ ョン

で必要 な文章駆使

書 く
アル ファベ ッ ト文

字 を書 く

正確な文章の書き方

に対する準備
短い文を書く練習

単一文章の長 さ 7単 語以 内 9単語以内

(教育科学技術部 「英語科教育課程及 び教科用 図書改善方案研 究」2008年 、p.79を 筆者訳 出)
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語教育を位置づけ、新たな政策を導入 している韓国の

現在の状況を知ることは、2011年3月 からの英語教育

実施を直前に控えて、参考になる点があると考えられ

る。

そこで本稿では、まず韓国において国家政策として

行われている現在の英語教育の実施状況に着目する。

次に、「2008年改訂教育課程」より編成され、2010年

から使用されている英語検定教科書の構成と特徴を明

らかにする。最後に、韓国における英語教育の導入に

見られる課題について検討 したい。

2.英 語教育の実施状況

(1)「2008年 改 訂教育 課程 」英語科 の 目標 と評価

教育 人的資源 部 に よ り改訂 された 「2008年 改訂 教育

課 程」 はそ の公 示 か ら、次 の よ うに年 次的 に実施 して

い る ところ であ る。 まず 、2009年 か らは小i・2学 年 、

2010年 か らは小3・4学 年 と中学校1学 年 、zoii年 か

らは小5・6学 年 と中学校2学 年 、高等 学校1学 年 、2012

年 か らは中学校3学 年 と高 等学校2学 年 、そ して2013

年 か らは高等学 校3学 年 にお いて行われ る。

「2008年 改 訂教育 課程 」で は、① 子 ども ・生徒 を

中心 とす る教育 課程 の現実化 、② 学習 内容 の連携 の強

化 、③ コ ミュニケー シ ョン能力 の向上 を重視 して い る。

こ こで は、「すべ て の子 どもの英語 水準 の向上 」とい う

教 育 目標 を掲 げ る ととも に、 「子 どもを 中心 とす る活

動」 が強調 され てい る。そ の内容 は、義 務教 育の段 階

で、① 継 続的 な関心 や 自信 を も とに、② 日常生活 や

一般 的 な話題 につい て英語 での コ ミュ ニケー シ ョン能

力 を育て る、 とい うもので あ り、外 国 の様 々 な情報 を

理解 し、活用 で き る能 力 を養 うことが求 め られ てい る。

ま た 「子 どもを中心 とす る活動」は、個人 の学 習環境 、

適性 、潜 在 的能力 、将来 の成長 可能性 まで視 野 に入れ 、

実際 の状況 で子 どもが持 っ てい る知 識、 またそ れ を英

語で遂 行す る能力 の活用 を促 す こ とを狙 うもので あ る。

「2008年 改訂教 育課程 」に よる小学校(初 等)の 成

就基準 ・機能 別陳 述体 系及び 特徴 は、前ペ ー ジ表2の

よ うに定 め られ てい る。

表2を 見 る と、7次 教 育課程 よ り特に変 更 された 点

が ある。まず 、学 年間 の連携 を考慮 し、全 体的 な難易

度 を落 と した こ と、アル フ ァベ ッ ト導 入時期 を4学 年

1学 期か ら3学 年2学 期 に前倒 しで教 え る こと、語彙

を増や して(7次 教育 課程578語 、2008年 改 訂教育課

程736語)実 生活 ・真 正性 が高 い状 況 での表 現 を使 わ

せ る狙 い が ある、 とい うこ とで ある。

更 に 、 この改 訂 教 育課 程 の重 要 な取 り組 み として

「英語 義務 教育(公 教育)完 成 プ ロジ ェク ト」が進 め

られ てい る。

これ は 、 と りわ け小 学校3学 年 か ら6学 年 の英語 の

授 業 時間 を拡大 し、す べて の子 どもに質 の高 い英語教

育 を提供 す るための教 育プ ロジ ェク トで あ る。例えば 、

学 校 での学 力不振 の子 どものた めには、英 語 に接す る

機 会 を増 や す とともに補 充型 ・水準別 教育 、小 グルー

プ活動 、個別 指導 な どを実施 して英 語の学 力格差 を縮

め よ うと してい る。 韓 国政府 は、英語 教育 を 「義 務教

育(公 教育)の 責任 」 として受 け止 め、積 極的 な対応

を推進 してい る。 従 って、都会 か ら離 れて い るため、

英 語教 育 を受 ける機 会 に恵まれ てい ない農 山漁村 及び

所 得が低 い世 帯 の子 どもに対 して も英 語教 育 の機 会 を

広 げ、 「政 府 招 聰 海 外 英 語 ボ ラ ン テ ィ ア奨 学生 事 業

(TeachandLearninKorea;TaLK)」 、 「長期休 暇 中の無

料集 中英 語 キ ャンプ」、 「ネイテ ィブ ス ピー カー に よる

映像 遠隔 教育(EnglishProgramInKorea;EPIK)」 、 「放

課後 の学 習活 動」 な ど、各 学校 に よる多 目的英語 学習

スペ ー ス等 を運営 し、英語 に親 しむ教 育環 境 を整備 し

て い る。

次 に、評 価 の観点 につ いて概 観 して お こ う。教育課

程 に従 って実施 してい る教 育評価 は、小 学校3学 年 か

ら6学 年 まで 「聞 く」、 「話 す」、 「読む」、 「書 く」 のい

わ ゆ る四技 能 を区別 した領域 で行 われ てい る。 ここで

は、英 語 学習 をス ター トす る3学 年 に注 目 してみ る。

英語 科 に よる評 価観 点は、次ペ ー ジ表3の よ うに定 め

られ てい る。

まず 、3学 年 か ら 「音」、 「ア クセ ン ト」、 「リズ ム」、

「イ ン トネ ー シ ョン」を意識 させ、韓 国語 に はない 「音 」

につ いて も識別 がで きてい るか を評価 す る。 また、 日

常生活 に 関す る基 礎会 話 を中心 に、新 しい言語 に対す

る緊 張感 や ス トレス を解消す るた めの ゲー ムや 遊び を

通 して、子 どもの成就 度 をチ ェ ック して い る。

「読 む 」領 域 で は、 「音」 と 「文字 」 の対 応 が比較

的に 明確 で分か りやす い1b/、/p/、1d/、/t/、1m1と

い う子音 か ら、次 第 に難 易度 を高 め る 「フォ ニ ックス
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(Phonics)」 指 導法 で教 え、評価 してい る。 「書 く」で

は、「話す 」で学 んだ こ とを書い て表現 す るな ど、技 能

領 域 を連 携 して確認 してい る。

表3英 語科の成就規準

領域 成就規準

聞 く

・英語 の音 とア クセン ト、リズ ム、イ ン トネーシ

ョンを聞いて識別ができる。
・日常生活 か らの親 しみがある単語 を聞 き、理解

できる。
・挨拶や易 しい慣用表 現が理解で きる。
・簡 単な文章表現の指示 を聞いて行動で表現でき

る。
・簡 単な文章表現 を聞いて該当す る絵 を探す こと

ができる。
・易 しくて簡単 なChantや 歌 を聞いて理解でき

る。
・易 しくて簡 単なゲー ムや遊びが理解できる。
・個人の 日常生活に関す る易 しくて基礎 的な対

話 を聞いて理解 できる。

話す

・英語のアクセ ン ト、リズム、イ ン トネーシ ョン

に合わせて話ができる。
・身近な対象 を英語 で話がで きる。
・挨拶や易 しい慣用表現 を使って話 しができる

。
・実物や絵 を見ながら単語や 短い文章 で話 しが

で きる。
・個人の 日常生活について易 しくて簡 単な表現

を使い、聞き取 って返答がで きる。
・易 しくて簡単 なChantや 歌が復唱 できる。
・易 しくて簡単 なゲームや遊びへ参加 できる。
・一っか二つ の文章で 自己紹介 がで きる。

読む

・アル ファベ ッ トの大文 字 、小 文字 が識 別 で

き る。
・音 と文字の 関係が少 し理解 できる。
・易 しくて簡単 な単語 を読む ことができる。
・絵 、写真、パ フォーマ ンスな どを通 して簡単な

単語の意味が理解できる。

書 く

・アル ファベ ッ トの大文 字 、小文 字 を 見な が

ら書 くことが でき る。
・口頭 で学ん だ単語 を復唱 しなが ら書 くこ とが

できる。

(教育科学技術部「英語科教育課程及び教科用図書改善方

案研究」2008年 より筆者作成)

教師による学習評価は、原則として評定化せず、記

述式である。学習評価は、子どもひとりひとりの伸び

を確認するためのものであり、通信簿には記録されな

い。子どもが英語に慣れ親しむこと、興味 ・関心を伸

ばすことが目指されており、評価はそうした態度を養

うた めの刺激 の一つ として位 置づ け られ てい る。

(2)「EnglishprograminKorea;EPIKの 活用 」

英 語 義 務 教 育 の 強 化 の た め 、 韓 国 内 で はEnglish

programinKorea;EPIKの 活用 を積極 的 に取 り入 れて い

る。ネ イテ ィブ ス ピー カー に よる映像 遠 隔教育 が行 わ

れ て い るのは、 この プ ログラム の一 端 であ る。

しか し、教 育人 的資源 部 の2005年 までの全 国のネ

イ テ ィブ補助 講 師の配置 状況 は、78%が 都 市部8で あ る。

そ こで教 育科 学技術 部 は、比較 的 にネ イテ ィブ講 師 と

接す る機 会が少 ない農 山漁村及 び所得 が低 い世帯 の子

どもを中心 として 「英語 映像遠 隔教 育」 を実施 してい

る。 「英 語映像 遠 隔教育」は、映像 空 間 を通 じてネ イテ

ィブ講師 との生 き生 き とした コ ミュニケー シ ョン活 性

化 がで き るた め、子 どもの学習 関心 ・意欲 を高 めてい

る。 は じめは 、対話 、討論 、発表 、講 演活動 な ど、子

どもの参加 が 可能 な こ とか らスター トし、 現在 は世界

各地 の提携 校 とのコ ミュニケー シ ョン活性化 の機 会ま

で設 けて い る。

この よ うな 「英語 映像遠 隔教 育」 に対 す る国内評価

は、 肯定 的な見 方が 主流 を 占めてい る。 例 えば、ネ イ

テ ィブ講 師 と接 す る機 会 に よ り、英語 に対す る関 心 ・

意欲 、 自信 が高 ま り、発音 、語彙 力、文 章構成 力、 会

話 の流暢 さな どが向 上 してい る とい う。 ひ ときわ、教

育 効 果 が 見 られ る の は 、 低 学 年 のTotalPhysical

Response;TPRと ゲ ーム活動 で ある。

しか しなが ら、課題 も見 られ る。 まず 、教 授者 と学

習者 、学習 者 と学習者 、学習者 と学習 内容 の相 互作用

にお け る効 率で あ る。 韓国人 教師 は、遠 隔地 のネイテ

ィブ講 師 と教室 のや り取 りの手助 けをす る役割 と して、

間に加 わ ってい る。 「英 語映像 遠隔教 育」 のモデ ル は、

次ペー ジ図1の よ うに定 め られて い る。

図1を 見 る とネ イテ ィブ講 師が い る遠 隔地 、韓 国人

教師 と子 どもが い る教 室の相互 作用パ ター ンは、ス ム

ーズ に繋 が って い るこ とが理想 で ある
。ネ イテ ィブ講

師 と教室 の子 ども、韓 国教師 には、「即時 に」そ して 「同

時に」理 解 しあ い、や り取 りがで きる状況 が求 め られ

るた め、一連 の システ ムに は一般 の映像遠 隔教 育 よ り

精 巧 で複 雑 な設計 が必 要 とされ る。

この よ うな技術 的な 問題 が第 一点 であ る。 機器 の技

術 的 な欠 陥 に よ り、サ ウ ン ドや 画質 の低下や 映像 の途
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切 れ、マ イ クの使 用 によ る混乱 が あれ ば、授 業 に支障

を きた し、本 来 の 目的 が達成 できな い。

こ うした場合 の不便 さは、教 育現場 か ら継 続的 に言

及 され てい る課 題 で ある。

そ して 、 非 言 語 コ ミュニ ケー シ ョン(Non一 恥fbal

Communication)の 螺 が欠 けて い るこ とも大 きな問題

であ る。 ネイ テ ィブ講師 と視線 を合 わせ るこ と、 ボデ

ィー ・ランゲ ー ジ、 対話相 手 との 自然 な距離感 、顔 の

表情 な どの 自然 な言 語活動 が互い に及 ぼす相 互作用 は、

言語 を学 ぶ上 で重要 な こ とに も関わ らず 、 この形態 の

授業 では取 り入 れ る ことが難 しい。

.図1「 英語映像遠隔教育」の授 業モデル

(Lee,Sang-su「 ネイテ ィブ講師 を活用 した初等学校 の

英語映像遠隔教育の事例研 究」2010年 、P・29を筆者抜粋)

(3)「 初 等英 会話専 門講師 制度」

小学 校(初 等 学校)に お ける英 語授業 は、担任 教師 、

英語担 当教 師、 ネイテ ィブ講 師が教 えて い る状 況で あ

った9。

しか し、上 述 した1995年 か らの政 府主 導 のEnglish

programinKorea;EPKの 推進 が始 ま り、 「初等 英会話

専 門講師 制度」 の導入(2008年ll月)で 、英 語のみ

で 専門的 な授業 がで き る教員 を採 用 してい る。 初等英

会話 専 門講師 は、原則 的 には小 中学校 の免 許 を持 ち、

英語 が流 暢で ある人物 が求 め られ る。 しか し、 この よ

うな専門教 員数 が不 足 して いる こ とか ら、 そ の拡 充 の

た め、無免 許 でも市 、道教育庁 が認 め る英 語 が流暢 な

人 は教 える こ とがで き る(ネ イテ ィブ講師 を含 む)。こ

の取 り組 みに対 して は現場教 師 の批 判が あ り、 現行 の

「教 師採用(任 用)体 系」 を揺 さぶ るほ どの社会 的な

課 題 にな ってい る。 現在 で も、 これ らの点 につ いては

再検討 を要 求す る声 が少 な くない。

しか しなが ら、実施 か ら3年 が経 って い る2011年2

月現在 、 市、 道loの教 育庁別 に よる初等英 会 話専 門講

師の選抜 が活 発 に行 われ てい る。 英会話 専 門講師 は、

授 業 のす べ て を英語 で運営 がで き るTeachingEnglish

inEnglish;TEEを も とに、1次 は書類審 査(典 型)ll、

2次 審査 が授 業指導 案作成 、授 業実演 、面接 な ど、厳

しい競争 のなかか ら採用 され る。 ソウル か ら車で1時

間ほ ど離 れ てい る京 畿道工2では、既 に394名 の初等英

会話 専 門講師 を選抜 し、3月 か らのス ター トに向 けて、

準備 は万端 であ る13。また、全羅 北道 で も2011年 に50

名 の初等 英会話 専 門講師 を選 抜 し、初等学 校 は計100

名 、中学校 は計100名 、高等 学校 は計35名 の英 会話専

門講 師が 、英会 話の授 業 を担 当 してい る。

英 会話 専門講 師は 、実際 に学校授 業 を担 当す る前 に、

4日 か ら5日 間の合宿 事前研修 を受 け る。そ の 内容 は、

英語 教師 としての教職 の適性 、初等 英語教 育課程 及び

英語 教授法 、授 業評価 な どにつ い て更 に知 識 を深 め る

こ とであ る。特 に、現 場で効果 的 に教 える こ とがで き

る教授 ス キル を中心 とした 「聞 く」、 「話す 」、 「読 む」、

「書 く」 の技能別 教育指 導プ ロ グラムは、研 修生 か ら

大 きな支 持 を得 てい る14。

初等英 会話 専 門講 師制 度 は、 英語義 務教 育 の認識 を

高め、 レベル に合 わせ た水準別授 業 の実施 、子 どもの

コ ミュニケ ーシ ョン能力 向上、増 加 した英語 授業数 の

適 当 な配 分 な どにかな り貢 献 してい る。

このよ うに 「2008年 改 訂教育 課程 」によ る 「English

programinKorea;EPIKの 活用 」や 「初等 英会 話専 門講

師制度」 は、義 務教 育 と しての英 語教育 の充 実 を図っ

てい る として一定 の評 価 がで きる。
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3.初 等英語国定教科書の構成と特徴

「2008年 改 訂教 育課程 」 が指定す る 「小学校(初 等)

英 語 国定教 科書 」が使 用 され てい るの は、3学 年 か ら6

学年 であ る。 授 業時 間数 は、7次 教 育課 程 よ り少 し増

えて3・4学 年 は週2時 間、5・6学年 は 週3時 間 で ある。

「2008年 改訂 教育課 程 」の特徴 は、文字言 語 の早期導

入 で ある。3学 年9単 元 か らは 「読 む」 と 「書 く」 を

中心 と したセ ク シ ョンを設 けてアル フ ァベ ッ ト及 び単

語 の読み 書 きを 中心 と した活動 を7次 教育 課程 よ り早

め に導入 して い る。

この節 では 、2010年3月 か らス ター トしてい る3・4

学年 の 「小学校(初 等)英 語 国定 教科 書」を検 討 してみ

る15。

3・4学 年 の英語 教科書 は 、既 存 の8単 元 か ら16単 元

に拡大改 編 され てい る。7次 教 育課 程 よ り増 えた8単

元 は、7次 教 育課程(4単 元)と2007年 改 訂教 育課程

(4単 元)を 土台 に して決定 され た。

この16単 元 のすべ て の単元名 は英 語で示 され てお

り、既存 の教科 書で は見 られな か った 「ス トー リーテ

リン グ(storytelling)」 の よ うな 自発的構 成力 を必 要 と

す る活動 を積 極 的に行 うよ うに なって い る。 このス ト

ー リーテ リングは
、皿MSS(2003年 、2007年)やPISA

調 査(2000年 、2003年 、2006年 、2009年)16で 得 ら

れ た 高い学力 水準 の結果 に反 して 、勉強 に対す る韓 国

の子 どもた ちの 関心 ・意 欲 の低 下 を克服す るため に作

られ たもの であ る。

「小学校(初 等)英 語 国定教 科書 」の特徴 として次

の三点 が指 摘 で きよ う。

一点 目は
、 「教材 の多様 化 ・先 端化 」で あ る。 「英語

教科 書」 の三分 の一 は、 アル ファベ ッ トカー ド、絵 カ

ー ド
、 自己評価 が でき るシール な ど各 単元 の活動 で使

用 され る教材 であ る。 ま た、子 どもの関心 ・意欲 を継

続 させ るた め、動 画、CD・Romの 「ス トー リー テ リン

グ」 を使 い 、放課 後一 人 で も学習 がで き るよ うに作 ら

れ て い る。 この よ うな デ ジタル 教材 の活用 は 、子 ども

の情報 リテ ラ シー 能力 を高 め るた め、か な り早い段 階

か ら導入 され て い る。デ ジタル 教材 は、 実際 に書籍 教

科 書 よ り子 どもの成就 度 や満 足度 が高 く、 と くに農 山

漁 村地域 の子 どもたち に肯定 的な影 響 を及 ぼ してい る。

教 材 の構成 は、子 どもの認知的 な発 達水準 を考 慮 し、

学習 の段階や 難易 度 にあわせ た段 階型 ・水準別 となっ

てい る。

二点 目は 、 「パ フォ ーマ ンス評価 の充実 化」 で ある。

韓国 にお け るパ フォー マ ンス評価(遂 行 評価)は 、

課題 に対 す る学習者 の実 践的 なアプ ロー チを評価 す る

評価 法 の1つ であ り、知識 の量 よ りは知識 を どの よ う

に活 かす のか を評価 の重 要な対象 とす る。

教科 書 の単元名 「What'sThis?」 「Let'sGoShopping」

「WillYouHelpMe ,Please?」 な どか ら分 か るよ うに、

「実際 状況 で の問題解 決能力 を伸 張」す るこ とが、 す

べ て の領 域 で重視 され てい る。ActivitiesとTasksを 中

心 とす るこの学習 課程 には、 「何 を知 っ てい るのか」だ

けでな く、「それ を も とに何 がで きるのか 」を評 価 しよ

うとす る 「代替 的評 価(alternativeassessment)」 の考 え

方 が背景 に あ る。す な わち、子 どもが 日常 生活 か ら経

験す る多様 な 問題 ・状況 を把 握 ・分析 し、創 造的 な代

替 の方 法 を考 え、 よ り賢 明に問題解 決 に取 り組む こと

が重視 され て い る。

三 点 目は、 「フ ォニ ックス(Phonics)の 学 び」 で あ

る。「フォ ニ ックスの学 び」は 、綴 りと発 音 の対応 関係

に、規 則性 を見 出 して学習 を容易 に させ る方 法の一 つ

で ある。 英 語圏 の子 どもや外 国人 に原 則 的 な読み方 を

学習 させ る方法 として用い られて いる。
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英語 を読む た めに は、 英語 の 「文 字」 と 「音 」 との

繋 が りを知 る こ とが大切 で ある。 フォ ニ ックスを小学

校 か ら学 ばせ るこ とによ り、 は じめてみ る単語 で も、

感 覚的 に読む力 が付 く能力 が育 つ。 この 「フォニ ック

ス の学び 」は 、 これ まで コミュニケー シ ョン能力 を伸

ばす ことに偏重 し、 単純 なゲー ムや歌 、遊 び を中心 と

した音声言 語教 育 の反 省 か ら正確 な読 み書 きの必 要性

を求 め る現 場教 師 の意 見 か ら生 まれ た ものであ る。

韓 国は、 小学校 を英 語 の導入段 階 と位 置 づけ、 英語

に対す る親 近感 と自信 を培 うこ とで、 中学校 、高校 に

おい て も連携 的 ・継続 的 に英 語学 習 に取 り組 む こ とが

で きる学習 態度 を養 ってい る。 最終 的 に社 会 人 にな る

まで に実 用英 語 を使 い こなせ るよ うにす る 「グ ローバ

ル ・リテ ラシー(国 際 ミュニケー シ ョン能 力)」 の習

得 を国家 が戦 略的 に進 めて いる といえ よ う。

前 述 した よ うに韓 国 は、1997年 小 学校3学 年17を 対

象 に した小学校 英語 の 「必修化 」か ら13年 が経 って い

る。初 等英 語教 育 の効果 に注 目したGwon,0-ryangは 、

2006年 の論文 で、小 学校 か ら義務 教育 で英 語教 育 を受

けた高校1、2学 年(4,019名)と 受 け てない 高校1、2学

年(4,043名)を 対 象 に した調 査研 究で 、義務 教育 の英語

教育 を受 けた高校 生 の英語 学力 のほ うが高 くな ってい

る、 と分析 してい る。

一般 に
、 英語 に接す る機 会の頻 度が 多 けれ ば英 語学

力が高 くな るこ とが知 られ てい る。英 語 を小 学校 か ら

必修化 す る ことは、英 語 に接 す る機 会 を増や す こ とに

ほか な らな い。韓 国 におい て、義務 教 育の早 い段 階か

らの英 語教育 に は更 に力 が注 がれ る こ とに な るで あろ

う。

4.ま とめ と課 題

韓 国 は1997年 か ら 「義 務教 育の早 い段 階で の必修

化」 に した こ とで 、 「子 どもを中心 とす る活 動」 「多様

な言 語教 授法」「英語 教育 の機 会格 差」「英語 学力格 差」

な どの課題 は あ るものの、 時代 の要求 に即 して対応 で

きるグ ロー バル な人材 を育 て る、 とい う点 では英語 教

育の成 果 が実 を結びつ つ ある。大 き く4回 も改訂 され

て纏 まっ た 「2008年 改 訂教 育課程 」に よ る一 連の取 り

組 み は、一 定の成 果 を挙 げてい る とい え よ う。 中 で も

「小学校 英語 教科 書」に関す る事項 で は、 「教材 の多様

化 」 「パ フォ ー マ ンス 評価 の 充実 化 」 「フ ォニ ックス

(Phonics)の 学び」が 重視 され て お り、子 どもの認 知

的 な発達 水準 を考慮 した工夫 が読 み取れ る。

以上 の よ うに初 期 英 語教 育 の 必然 性 と効 率 性 を 重

視 し、義 務教 育の早 い段階 か ら、新 しい 時代 に求め ら

れ る学力 を備 える こ とを想定 し、 国家の レベル で進 め

て い るこ とは、21世 紀 の知識 ・情報 化の時 代 を迎え る

にあた り、大い に国益 を もた らしてい ると考 え られ る。

しか しなが ら、韓 国の学校現 場 が当面 して いる課題

に は以 下 の こ とがあ る。

第一 に 、加 熱 した 「英 語教育 熱」 によ り国語及 び他

教科教 育 を疎か に して しま う傾 向 にある こ とで ある。

英語 教育 のス ター ト時期 が、 中学校1学 年 か ら小 学

校3学 年 に早ま る ことに よって 、小学校1・2学 年 は

言 うまで もな く、就 学前 の幼児英 語教育 もいっそ う注

目され る よ うにな ってい る。 ま た、早期英 語 教育 に対

す る熱意 は海外 留学 にま で広 が り、2001年 か ら2006

年 の間 では、小 学生 の留学 生は 、2,107名 か ら13,814

名 まで増 加 して い る18。 ゆえに 、多 くの子 どもが英会

話 を学ぶ 目的や入 試準備 のため、新 た に塾(学 院)な

どで学習 す る状 況が生 じて いる。

英 語教 育 を 「義 務教 育(公 教 育)の 責任 」 として国

家 ・学校機 関 を挙 げ て積 極的 に取 り組 む こ とには、賛

同 したい。 しか し同様 に、国語及 び他 教科 も義務教 育

で責任 を担 うもの と して、教科 固有 の基礎 ・基本 か ら

着 実 に身 に付 け させ るこ とも重要 で あ り、決 して疎 か

に され て はな らない と考 え る。

第二 に、「英 会話専 門講 師制度 」を導入 した ことによ

る教育評 価 のあ り方 に見解 の違い が出始 めた ことであ

る。

英 語授 業の実施 と ともに広 が るこ とになっ た 「英語

教 師の能 力格差 」に対 して、教 師 の英語授 業支援 の た

めに 「英 会話専 門講師 制度」 を導入 し英会 話専 門講師

を拡 充 してい るわけ であ るが 、実際 に授業 を行 う多 く

の英 語教師 が求 めてい る こ とは、韓 国英語 教育環境 の

「実 践知(practicalknowledge)」 に基づ く 「内容教 授

知識(pedagogicalreasoningandaction以 下PCKと 略

す)」で あ る。す なわ ち、教 師 らに とって実際 に必要 と

な るのは、英 会話 が堪能 であ る講 師 によ る支 援で はな

く、英語 教 育現場 の現状 を知 り、かつ 専門的 な知識 を

持 っ てい る教 師か らの メンタ リン グ(皿ento血g)で あ

7



り、実 質的 な授業 内容 と運営 の改善 を図 る こ とで ある。

勿論 、韓国 は、2000年 か ら市道庁 を中 心に授 業改善 向

上 のため、 「メン タ リン グプ ログラム」 「PCKモ デ ル」

を導入 し、 一定 の成 果 を 出 してい るが、英 語教 科 の専

門的 な 「授 業実践及 び 分析」 に焦点化 で きず、 教師 の

専 門性 を高 め る とこ ろまで は至 っ ていない。

今 後は英 語 教科 に 対す る専 門 的な 内容 知識 は勿 論 、

教 科教授 法 、教科授 業環 境 な ど教科 固有の 「実践 知」

の共有 ・構 築 と、 それ を活か した授業 デザイ ンが必要

であ る と考 え られ る。

韓 国の英 語 教育環境 に合 わせ たPCKの 向上 は、教師

自身 の専 門的 な学習 を通 じて可能 とな る。理 論的 な基

盤 を もたず 、 学校現場 へ の適用技 術 に焦点化 され た授

業 は、結果 と して、教 師 の主観 か ら抜 ける こ とが難 し

い 。 理 論 と実 践 を 相 互 に 踏 ま え た 省 察 的 な 実 践

(reflectivepractice)が 、現在 の韓 国英語 教育 では求 め

られ てい る。

注

1こ こでい う 「教育課程」とは初等か ら中等 までの教育課

程 であ り、教育科学技 術部 によ り告示 され るもの であ る。

2韓 国語の文 献 と日本語の文献を区分す るため
、韓国人の

名前 は、 「ハ ングル名前 ローマ字表記」で表記 してい る。

http://s.lab.nauer.com/translationを参照(2011年2月28日 確

認)。

3韓 国の教育科学技術部(MinistryofEducation
,Scienceand

Technology)は 、 日本の文部科学省 に相 当す る。1948年 文

教部 として発 足 し、1990年教育部に改称、2001年 教育人的

資源部に改称 、2008年科学技術部 と統合 し、教育科学技術

部 となった。国家教育 に関す る政策決定 と国民の学校教 育、

生涯学習の企 画 ・総括 ・調整 ・評価 、原子力開発 及び科学

技術振興に関す る事務 を管掌 してい る。

4http:〃cutis
.mest.go.IQを参照(2011年2月28日 確認)。

S7次 教育課 程では
、共通 で学ぶ ものを 「基本課 程」とし、

それ より発展的 内容を 「深 化課程」、補充的内容 を 「補充

課程」とし、それ ぞれの子 どもの学習進度に合 わせ て指導

内容を増減 していた。

62007年 改訂教育課程は
、第7次 教育課程に続 くものであ

るが、第8次 とは言わない。なぜな ら、今までは基本 的に5

年 ご とに改訂 していたが、これか らは必要に応 じて改訂す

るた めで ある。

7韓 国の初等教育機 関は
、1940年 代は 「公立国民学校」、

1950年 代か らは 「国民学校」 と呼ばれ、1996年 か らは

「初等学校」で定着 してい る。以 下、当該年代で使い分 け

が煩雑にな るので必要 な箇所では丸括 弧内に注記す る。

B教 育人的 資源 部 「初 ・中等 英語教育 の現状分析 」2006

年。

9教 育科学技術部 「英語科教育課程及び教科用図書改善方

案研 究」2008年 、pp.180-181。

1°現在 の韓 国は7市 ・9道で構成 され てお り
、各市 ・道 にそ

れぞれ教育庁 が置 かれている。これ らの市 ・道教育庁 によ

り、 「初等英会話専 門講師制度」を実施 している。7市 は、

ソウル特別市、釜 山広域市、大邸広域市 、仁川広域市、光

州広域市、大 田広域市、蔚山広域市 であ り、9道 は、京畿

道、江原道、忠清北道、忠清南道 、全羅北道 、全羅南道、

慶 尚北道 、慶尚南道、済州道 である。

11「 典型」 とは
、英会話専門講師選抜 で必要 とされ る選

考対象要素 ・項 目の ことである。

12京 畿道(GyeonggiProv血ce)は
、韓国 ・北西部 にある道

(国家に次 ぐ行政単位)で ある。

13京 畿道教育庁http://blog.daum.net/kennews/6048069を 参

照(2011年2月28日 確認)。

'ahttp://cnewsO41.com/subread.html?uid=20943&section

=section87を 参照(2011年2月28日 確認)。

15韓 国の教科書 は
、国定、検定、認定に区分 される。

160ECDのPISA調 査の 「読解力 リテ ラシー」は
、2000

年6位 、2003年2位 、2006年1位 、2009年2位 である。 「数

学的 リテラシー」 は、2000年2位 、2000年3位 、2006年

1～4位 、2009年2位 である。 しか し、 「科学的 リテ ラシ

ー」 につい ては、2000年1位 、2003年4位 、2006年 では

7～13位 に下落 し、科学教育に対す る 自省 の声 が高 くな

っていた。 しか しながら2009年 では、2位 を示 してお り、

2000年 度の成績 に戻 っている。 また2009年 調査 では、

フィンラン ドの平均点が若干下 がってい ることもあ り、

韓国 の教育事情が より注 目され てい る。

Ul998年 に小 学校3学 年 と4学年 で始 め られ た
。そ の後

1999年 に3学年か ら5学年 まで、2000年には3学年 から6学年

まで広 げられた。

18韓 国教育開発院 『教育統計年報』2006年
。

(教育実践 コラボ レー シ ョンセ ン ター助教)
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